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ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

旧
日
本
軍
の
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製

林

茂
・
渡
辺
理
絵
・
鳴
海
邦
匡

は
じ
め
に

筆
者
ら
は
二

O
O
二
年
度
以
来
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
A
(課
題
名
、
「
外
邦
図
」
の
基
礎
的
研
究
ー
ー
そ
の
集
成
と
地
域
環
境
資
料

と
し
て
の
評
価
を
め
ざ
し
て

l
ー
、
代
表
者
、
小
林

茂
)
に
よ
り
、

旧
日
本
軍
が
日
本
の
固
有
国
土
以
外
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
つ
い

て
作
製
し
た
地
図
(
以
下
「
外
邦
図
」
と
よ
ぷ
)
に
関
す
る
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
(
外
邦
図
研
究
会
編
、
二

O
O
三
、
二

O
O
四)。

外
邦
図
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
多
く
が
廃
棄
・
焼
却
さ
れ
、
地
図
と
し
て
の
利
用
も
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
れ
な
く
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
作
製
は
、
臼
本
に
お
け
る
地
図
史
の
な
か
で
重
要
な
一
角
を
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
国
家
、
さ
ら
に
は

帝
国
と
地
図
作
製
と
の
関
係
に
関
心
が
ょ
せ
ら
れ
て
い
る
現
在

3
Z括
ngr
昌
宏
一
開

E
a
-
-
S
3、
重
要
な
研
究
対
象
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
ま
た
現
在
国
内
・
国
外
の
諸
機
関
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
外
邦
図
の
多
く
は
、
過
去
の
景
観
を
記
録
し
た
地
域
環
境
資
料
と
し

I 

て
の
意
義
を
も
ち
、
今
日
的
な
観
点
か
ら
潜
在
的
に
ひ
ろ
い
利
用
可
能
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



2 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
二

O
O
二
年
夏
に
は
久
武
哲
也
氏
(
甲
南
大
)
と
今
里
悟
之
氏
(
当
時
阪
大
文
学
研
究
科
、
現
在
大
阪
教
育
大
)

に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
の
諸
機
関
に
お
け
る
外
邦
図
の
所
蔵
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
(
今
里
・
久
武
、
二
O
O
三
)
。
こ
れ
に
際
し
、
ア
メ
リ

カ
議
会
図
書
館
(
ワ
シ
ン
ト
ン
)
で
は
、
大
量
の
外
邦
図
と
と
も
に
日
本
軍
撮
影
と
考
え
ら
れ
る
空
中
写
真
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
日
本
軍
が
と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
さ
か
ん
に
空
中
写
真
を
撮
影
し
、

地
図
を
作
製
し
て
い
た
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
る
が
(
西
尾
、

一
九
六
九

一
二
七
|
一
五
九
頁
、
測
量
・
地
図
百
年
史
編
集
委
員
会
、

一
九
七
O
、
四
三
九
|
四
九
五
頁
、
高
橋
、

一
九
七
八
b
・
小
島
、

一
九
九
一
な
ど
て
そ
の
現
物
の
残
存
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
く
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
景
観
の
記
録
と
し

て
、
空
中
写
真
に
は
地
図
以
上
に
す
ぐ
れ
た
点
が
多
く
、
二

O
O
三
年
夏
に
は
、
長
津
良
太
氏
(
鳥
取
大
)
と
今
里
氏
が
こ
の
空
中
写
真

の
か
な
り
の
部
分
(
七
二
三
枚
、
中
国
安
徽
省
・
江
蘇
省
)
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
帰
国
し
、
現
在
こ
の
予
備
的
な
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
(
今
里
・
長
津
・
久
武
、
ニ
O
O
四
、
長
津
・
今
里
・
渡
辺
、
二
O
O
四)。

以
上
の
作
業
に
関
連
し
て
、

日
本
軍
の
空
中
写
真
を
使
用
し
た
地
図
作
製
の
概
要
に
つ
い
て
の
知
見
が
も
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
方
面
で
の
ま
と
ま
っ
た
著
作
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
船
越
(
一
九
八
九
)
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
る
資

料
の
消
滅
の
た
め
そ
の
概
観
を
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

日
本
軍
に
よ
る
空
中
写
真
の
撮
影
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
利
用
し
た
地
図
作
製
の
概
要
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
に
は
、
当
面
外
邦
図
の
な
か
に
み
ら
れ
る
、
空
中
写
真
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
地
図
を
集
成
し
、

そ
の
目
録
を
作
製
す
る
と
と
も

に
、
図
化
さ
れ
た
地
域
を
図
示
す
る
作
業
が
も
っ
と
も
効
果
的
と
判
断
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
こ
の
作
業
の
概
要
と
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
、

日
本
軍
の
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製
へ
の
理
解
の
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
た
い
。



一
、
空
中
写
真
を
利
用
し
て
作
製
さ
れ
た
地
図
に
関
連
す
る
資
料

アジア太平洋地域における!日日本軍の空中写真による地図作製

は

l日
満
州l

万
五
千
分
の

九

五
年
製
版

黄
河
沿
岸

五
万
分
の

こ
の
作
業
に
は
、
現
在
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
人
文
地
理
学
教
室
が
所
蔵
す
る
関
係
地
図
一
五
二
点
に
く
わ
え
、
『
東
北
大
学
所
蔵
外

邦
図
目
録
』
(
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
地
理
学
教
室
、
二
O
O
三
て
国
土
地
理
院
蔵
の
『
国
外
地
図
目
録
』
・
『
圏
外
地
図
一
覧
図
』
、

さ
ら
に
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
『
京
都
大
学
所
蔵
外
邦
図
目
録
』
の
原
稿
を
利
用
し
た
。
こ
れ
に
際
し
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た

だ
い
た
国
土
地
理
院
地
理
情
報
部
情
報
管
理
課
な
ら
び
に
石
原
潤
先
生
(
二
O
O
三
年
三
月
ま
で
京
都
大
学
文
学
研
究
科
、
現
奈
良
大
学
)
、

山
村
亜
希
氏
(
二
O
O
三
年
九
月
ま
で
京
都
大
学
総
合
博
物
館
、
現
愛
知
県
立
大
学
)
に
感
謝
し
た
い
。
以
下
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
資
料
の
特
色

に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
阪
大
学
人
文
地
理
学
教
室
が
所
蔵
す
る
旧
日
本
箪
作
製
の
地
図
は
、
大
き
く
二
つ
に
大
別
さ
れ
、

一
方
は
兵
要
地
誌
図
(
小
林
、

0
0
三
)
、
他
方
は
空
中
写
真
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
図
(
こ
の
目
録
は
、
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
l
』
三
号
に
掲
載
予
定
)
で
、
い
ず

れ
も
二

O
O
二
年
以
降
に
古
書
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
が
カ
バ
ー
す
る
地
域
は
中
園
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ボ
ル
ネ
オ
、

ノ、

ル
マ
へ
ラ
、

ニュ

i
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
に
わ
た
る
。
多
く
は
第
二
次
世
界
大
戦
参
戦
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
し
て

一
九
三
八
年
撮
影
、

一
九
三
九
年
発
行
)
、
陳
西
省
(
十

一
九
三
七
年
発
行
)
な
ど
が
あ
る
。

万
分
の
て

一
九
三
九
・
四
O
年
発
行
)
、
上
海
近
傍
{
二
万
五
千
分
の
て

一
九
三
二
年
撮
影
、

他
方
『
東
北
大
学
所
蔵
外
邦
図
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
地
図
は
、
終
戦
直
後
に
参
謀
本
部
か
ら
東
北
大
学
に
運
び
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
(
田
村
、
二

G
o
o
-京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
外
邦
図
も
終
戦
直
後
に
参
謀
本
部
か
ら
も
ち
だ
さ
れ
た
点
は
同
様
で
あ
る
が
、

3 

い
っ
た
ん
資
源
科
学
研
究
所
に
保
管
さ
れ
、
さ
ら
に
整
理
の
上
、

そ
の
一
部
が
京
都
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
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あ
る
。
こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
浅
井
(
一
九
九
九
)
、
久
武
(
二
O
O
三
)
、
中
野
(
二
O
O
四
)
、
三
井
(
二
O
O
四
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

東
北
大
学
所
蔵
の
外
邦
図
と
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
外
邦
図
の
出
所
は
同
じ
参
謀
本
部
で
あ
り
、

し
か
も
東
北
大
学
の
重
複
図

と
京
都
大
学
の
複
写
図
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
搬
出
の
主
体
が
ち
が
う
た
め
、
な
お
相
互
に
見
ら
れ
な
い
地
図
が
一
五
O
O
点

前
後
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
(
山
村
、
二
O
O
四
)
。
今
後
さ
ら
に
充
実
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
お
茶
の
水
女
子
大
学
所

蔵
の
外
邦
図
(
大
浦
、
二
O
O
三
)
の
目
録
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

国
土
地
理
院
所
蔵
の
『
国
外
地
図
目
録
』
・
『
国
外
地
図
一
覧
図
』
(
一
九
五
三
年
三
月
)
の
成
立
の
事
情
、
様
式
な
ど
に
つ
い
て
は
長
岡

(二
O
O
四
)
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
九
五
三
年
こ
ろ
に
地
理
調
査
所
(
現
国
土
地
理
院
)
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
外
邦
図
の
リ
ス

ト
で
、
各
四
冊
か
ら
な
り
、
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
に
よ
り
五
組
作
製
さ
れ
た
。
各
四
冊
の
う
ち
第
一
巻
は
「
旧
日
本
領
」
に
あ
て
ら
れ
て

お
り
、
樺
太
・
朝
鮮
半
島
・
台
湾
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
(
目
録
は
一

1
二
九
三
頁
)
。
第
二
巻
は
「
北
方
」
で
、
シ
ベ

リ
ア
や
旧
満
州
(
目
録
は
二
九
四
l
七
二
七
頁
)
、
第
三
巻
は
「
支
那
」
で
、
台
湾
や
第
二
巻
で
あ
っ
か
わ
れ
た
部
分
を
の
ぞ
い
た
中
国
と

な
る
(
目
録
は
七
二
八
i
一
一
七
六
頁
)
。
さ
ら
に
第
四
巻
は
「
南
方
」
で
東
南
ア
ジ
ア
や
南
太
平
洋
を
カ
バ
ー
す
る
(
目
録
は
一
一
七
七
i
一

五
七
五
頁
)
。

一
頁
あ
た
り
の
記
載
点
数
は
二

O
で
、
こ
れ
に
総
頁
数
を
乗
じ
て
総
点
数
を
ラ
フ
に
見
積
も
る
と
、
三
万
点
に
達
す
る
こ

と
と
な
る
が
、

一
九
五
五
年
頃
に
地
理
調
査
所
に
あ
っ
た
外
邦
図
は
約
二
万
三
千
点
と
さ
れ
て
い
る
(
長
岡
、
二
O
O
四
)
。
こ
れ
は
、
東

北
大
学
や
京
都
大
学
総
合
博
物
館
、
さ
ら
に
お
茶
の
水
女
子
大
学
所
蔵
の
外
邦
図
を
大
き
く
う
わ
ま
わ
り
、
外
邦
図
の
リ
ス
ト
と
し
て

は
も
っ
と
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

そ
の
書
誌
的
情
報
の
記
載
項
目
は
①
図
番
号
、
②
図
名
、
③
測
図
編
集
年
紀
、
④
測
図
出
版
機
関
、
⑤
版
種
、
⑥
色
数
、
⑦
保
有
者

と
な
っ
て
お
り
、
図
の
種
別
と
縮
尺
は
各
ぺ

1
ジ
の
右
下
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に
か
な
り
の
項
目
を
示
し
て
い
る



が
、
細
部
に
つ
い
て
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
『
国
外
地
図
目
録
』

『
国
外
地
図
一
覧
図
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
外
邦
図
の
現
物
は
、
現
在
自
衛
隊
中
央
地
理
隊
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
総
数
は
や
は
り
約
二
万
三
千
点
と
い
う
(
回

アジア太平洋地域における旧日本軍の空中写真による地図作製

中
、
二
O
O
四
、
配
付
資
料
)
。

旧
日
本
軍
の
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製
に
関
す
る
資
料
は
、
こ
の
ほ
か
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
公
開
し
て
い
る
旧
日
本
軍
関
係
の
資
料
に
も
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
も
あ
わ
せ
て
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
空
中
写
真
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
地
図
の
仮
集
成
目
録
と
そ
の
図
化
範
囲

表
一
な
ら
び
に
図
一
が
、
上
記
の
資
料
を
集
成
し
て
作
製
し
た
目
録
と
そ
の
図
化
範
囲
で
あ
る
。
図
化
の
範
囲
に
付
随
し
た
説
明
の

最
初
に
み
ら
れ
る
「
5
万
」
な
ど
の
数
字
は
、
縮
尺
の
分
母
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
か
っ
こ
内
の
数
字
は
西
暦
で
あ
る
。
空
中
写
真
に

よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
図
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
重
複
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
ケ

l
ス
も
見
ら
れ
、
そ
の
多
く
の
場
合
は
縮
尺
が
ち
が
う

こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
図
は
現
在
ま
で
に
把
握
さ
れ
た
こ
の
種
の
地
図
を
全
部
記
載
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
阪
大
学
人
文
地
理
学
教
室

所
蔵
の
「
空
中
窮
異
測
量
要
圃
(
圃
化
満
航
こ
と
い
う
表
題
を
も
っ
図
(
中
国
大
陸
、
全
一
一
一
点
、
支
那
派
遣
軍
参
謀
部
、

一
九
四
三
年
調

製
)
は
大
縮
尺
(
一
万
i
一
万
五
千
分
の
二
で
、
固
化
さ
れ
た
地
点
の
特
定
が
困
難
な
た
め
、
記
載
す
る
の
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、
こ
の
「
満
航
」
は
満
州
航
空
株
式
会
社
の
略
で
、
国
策
会
社
と
し
て
、

旧
日
本
軍
の
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製
に
大
き

な
役
割
を
は
た
し
た
(
西
尾
、

一
九
九
一
な
ど
)
。

一
三
二
|
一
三
五
頁
、
満
州
航
空
史
話
編
纂
委
員
会
、

一
九
七
二
、
小
島
、

一
九
六
九
、

5 

き
て
、
目
録
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

ひ
と
つ
の
図
群
が
複
数
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
例
は
む
し
ろ
す
く
な
い
。
ま
た
大
阪



にD 表 1:旧日本軍が空中写真によって作製した地図の一覧 (2004年 8月時点)

地域別 l 図副名 : 縮尺 ; 撮影年月 製版年月 製作者 !枚数: 典拠薫2 備考則

樺 太 : 1:25000 :撮影1930和(昭和)年5)年~ 発行19昭お和(昭和)年8)年~
: 1934(昭 9)l!' : 1936 (Hgf[Jll 陸地測量部 i 349 i11i t地学章f樺太図書地太集院図二成。資万1料五20研千00分究年会の、編ー科 ' 真1部『-旧1要は1日昭図(本2和9と領5)の11。74注年但0記測~し5図は、4頁でな空・あ〈附中、る図写-。

同 江 : 1:25000 :測図1934(昭和9)年 製版1935(昭和10)年 陵地測量部・参謀本部 6 :大阪大学 国境要図

虎 林 : 1:25000 : 測図1935(昭和10)年 製版1935(昭和10)年 陵地測量部・参謀本部 3 大阪大学 国境要図

延吉(満州) 。1:100000:測量1939(昭和14)年 製発版行1939((昭和14)年年/ 
1940昭和15) 陸地測量部 京都大学

;海龍(満州) 1:100000 :測-量13)19年37・38(昭和12 発行1940(HgfD15) 陸地測量部年製14版)年1/938・39(昭O(和昭和13 ・
京都大学

i蒙彊五原(満州) m川君3415!?40(昭'発行l州昭和I抑 陸地測量部・参謀本部 4 :京都大学 東北大学(4)

:黄河沿岸 1・50∞o:撮4影月1938(昭和13)年 発月行)/1939(昭和14)年12 陸地測量部・参謀本部 6 大阪大学 5f支9-那191(93933)-995頁・附図3-

: I霊済鉄道 1・25000: i~図1928(昭和3)年 山東iJit遣第三師団司令部 i 45 i ~附支図那31-1144-1146頁・ ， 
63-6 

: 撮年月/1影測1月1量94129(4昭2(和昭1和7)1年7)8 l1' fとし支題、那19す1181る1(8地明頁図治に4が4「)開あ年封る測付。図た近編だ1 i開封(北支那) 1:100000 : 北支那方面参謀本部測量瑳 11 大阪大学

集

!信陽(北支那) 1:100000 撮年月/1影測1月1量94129(4昭2(和昭1和7)1年7)8 北支那方面参謀本部測量班 l 大阪大学

i徐州(北支那) 1・100000 撮年月/1影測1月1量94129(4昭2(和昭1和7)1年7)8j ，北支部方面参謀本部測量班 4 大阪大学

中
国 j 座州 (~t支那) 1:100000 織年月/1影測1月1量94129(4昭2(和昭1和7)1年7)8 1 : ~t支那方面参謀本部測量班 1 大阪大学

:険西省(宣川) 1:100000 測図1939(昭和14)年 ; :測図出版機関:陸地測量部 5 大阪大学 『(支15那)1816頁・附図3-50-5



i陵商省(西安北方): 1:100000:測図194O(昭和15)年 一一一 i測図出版機関:陸地測量部 8 : r支那J817頁・附図3-50-6:

i i可南省 : 1:10ω00i測図1939(昭和14)年 一一一 !測図出版機関:陸地測量部 15 : r支郡J816頁・附図3-50-7: 

i南 京 i 1:50000 i撮16影)年1/9測40・量4119(昭42和(昭15和・ 発行印刷昭和18)年 測量・陵地測量部/製版印刷・ 4 京都大学・東北大学 ;花園鎮・太平・自耕・
17)年 参謀本部 ;i聞渓

i蕪 湖 : 1:50000 撮和・1影125月1・9/31測96)量(昭年1和94104・)4年l(3昭 発3行月1941(昭和16)年2・ 陸地測量叩・参謀本部 : 2 大阪大学・東北大学

製版1932(昭和12)年11月 大附『支図学那3 ( 1 1158~1159頁・
!上海近傍西北部 : 1:25000 撮影1932(昭和7)/測量/発行1932(昭和12)年11 陵地測量部・参謀本部 21 京都大学 -63-11 (24)，大阪

1937 (昭和12)年 月5日 3) 

製2霊版堂生二19，n32qe(官昭和12)年11月 I官ω支配覇那。1 c1q 155-1158頁・
!上海近傍南部 : 1酬 .5g指針Ef)/測量沼出932(昭和問1:陸地測量部・参謀本部 九京都大学 見事(5)3-11，(5批阪

j上海近傍 h:25剛 j測図則昭和7)年 鵬年 ・発行側昭和7) 蹄部SIJ噌232J学説eぷi京都大学・東北大学 ・東臨部J!6(2;!3討)議議

上海湖東部 : 1:捌 i艦121i自紛ら 蜘発行制昭和12)年 陸地測量都・参謀本部 8・京都大学・刺開

-撮影1938(昭和13)年3: 
中支那 : 1:50000 :":'u月/測量1941(昭和 l 一一一 陵地測量部・参謀本部 l 大阪大学

: 16)年

怒江(雲南省) : 1:50000瓶詰j官需品 製版刷

雲南省 : 1:100000 測図1940(昭和15)年 一一一 測図出版機関:陵地測量部 '12: r支制831頁・附図3-51-37

;広西省 1:100000 測図194O(昭和15)年 一一一 測図出版機関.陸地測量部 3 : r支那J831頁・附図3-51-36: 

lソナーリ・ 7イレ r 南方 頁
!ルガウンチパーザ 1:50000 測図1943(昭和18)年 一一一 測図出版機関:陵地測量部 II 1E 9 11264 ・附図4-67-: 
!一間 ; 

東インド :;I!ウハティ・ポル 1・50000 撮月/影測1図94129(4昭3(和昭1和7)1年8)91l発行1943(昭和18)年1月 陸地測量部・参謀本部 15 i大阪大学 : r南方J1264-65頁・附
:?'ムギリ閑 年 1 ・ :図4-67-19(15)
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。。
撮膨1942(昭和Iη年/

1:50000 :測量1942-43(昭和17・:発行1943(昭和18)年1月:陸地測量都・参謀本部
18)年

1:切000 :測図1941(昭和16)年

J
F
 

ミ

傍
ド

刈

ト

間

一

件

ル
ン
一
ン

シ
シ
一
ラ

高崎w
e
?
 

ン
ル

，q
v」

陸地測量部

目陸地測量部

陸地測量部

陸地測量部

陸地測量部

陵地測量都

ラムパーン及ワー
ンップ間 : 1:100ω0:測図1941(昭和16)年

チェン7イ及メキ
ン開 : 1:100ω0:測図1941(昭和16)年

モウルメイン及メ:1:5ω00 
ラーマオ聞

ピクトリアポイン : 1:印000ト及チュムポーン

プラチューアプギ : 1:5ω00 リーカンほか

測図1941(昭和16)年

測図1941(昭和16)年

測図1941(昭和16)年

:r南方Jl265-66.頁・附図4-
31 :大阪大学 : 67-19(31) 

8・f南方Jl267頁・附図4-・
: 67-20 

14・1南方11323-24頁・附 i但し、 iF方lには5万分
'図4-68-4 : 1と記載

5・I南方JI324頁・附図← l但し、 lF方Jには5万分
:68-4 : 1と記蛾

11・I南方11323頁・附図4-: 
161-20 

10 !!南方Jl324頁・附図4-: 
:68-4 

5・1南方11321頁・附図4-・
.飽-4

ラーツプリー : 1:印0ω :測図1941(昭湘1ω年 i 一一一 !陸地測量部 : 3: r南方Jl321頁・附図4-
. ， 16直ー4

カンチョンプ1)-: 1:印刷;測図1941(昭和則年 i -- i陸地測量部 ! 4if南方Jl321頁・附図4-
: 68-4 - :瞳圃

範圃図のf5万バンコクほ

71トタナーナ-:1:50脚;測図1941(昭和I併 i -- i陸地測量部 : 6: [南方Jl321-22頁・附;判に該当
l図4-68-4

バンコク : 1:5刷。測図1941(昭和附年 i -- i陸地測量部 i lif南方J1322頁・附図4-: 
168-4 

317…ム;酬oi測酬l(昭和1併-- --脚測闘 い知j畑附図4-i 
p イ・

'パークパナン : 1:田000:糊1941(昭和団)年 ! -- i陸地測量部 1 411南方Jl322頁・附岡4-:範囲図のf5ソンタラー
168-4 1ほかJに該当

.サトン : 1:印脚 j測図1941何和16)年 i -- i陸地測量都 1 21f南方Jl322頁・附図4-: 
1 ":68-4 
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H
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陸地測量部1:50000 : ìII~図 1941(昭和 16)年ソンクラー . 
8 i!南方]1322頁・附図4-: 
: 68-4 陸地調IJ量部1:50∞o :測図1941(昭和16)年バッタニー

: r南方jにはなし4 :附図4-70-2調製・陸地測量部1:10ω00 :調製1942(昭和17)年ソンクラー及アロ
ースター関

:f南方lにはなし

陸地測量部1:50000 :測量1941(昭和16)年トレン11'$

『南方]1352頁・附図4-: 
70-2 陸地測量部測量1941(昭和16)年1:回000?レー:パハン

f南方]1268頁・附図4-
67-21 12 陸地測量部測図1941(昭和16)年1:50ωo 

メルギ及テナッセ
リム近傍

Lr
和

組
側

口一

M

(

9

 

4
1
 

J
1

図
1
1
 

j
n
m
a調

nwd

，，， 
航
年
年

開

h
w
p
Q
J
V
a
u
d

a
-
-

ベイツ(メルグイ)
諸島 京都大学46 陵地測量部1:50000 

撮影測量1942(昭和17): 
年

1 :京都大学・大阪大学;岡第一六O一部隊撮影1:50ωo 南インド iニコパル群島

f南方]1370頁・附図4-
71-7 

陸地測量部・下志捧飛行学校
撮影 18 1:100000 : 調製1941(昭和16)年呂宋島

可
酬
と
困
現
時
吋
H
-
峨
M
W
門す剥
Q
崎
将
巴
回
一
時
士
山
4
己
貸
裂
川
淀
川
r
kト
ヘ
柿
ト

4 :附図4-70-2

…ン : 1馴 j胞 941剛 ) 年 j - i醐掛 川 irrl順・附図4-i 
l範囲図のr5万ケランタン
:ほかjに該当

『南方J1352頁・附図;
4-70-2 

'調製・陸地測量部1:10∞00 :調製1942(昭和17)年
パ・ノ;タニー及ハリ
ン間

:r南方lにはなし5 :附図4-71-7陸地測量部1:10000 :撮影1930(昭和5)年コレヒドール島
フィリピ
ン

『南方j1371頁・隙図4-: 
71-8 

威第1160部隊空中写真測図』
を複製

1:100000 :測図1944(昭和19)年スール群島。、



o ...... 
:7ィリ yピン 1:50000 複製1944(昭和19)年

タクロパン 1:50000 複製1944(昭和19)年

7ィリッピン 1・100000 複製1944(昭和19)年

カガヤン近傍 1:50000 測量1944(昭和19)年

タパオ近傍 : 1:50000 調IJ量1944(昭和19)年， 

:ポルネオ 1:100000 :撮影1944(昭和19)年

ボルネオ 1ミリー附近 1:50000 :記載なし

7チン近傍 1:50000 測量1941{昭和16)年

ハル7ヘラ島 1:100000 測図1944(昭和19)年
セレベス
-モルカ

，モロタイ島 1:100000 測図1944(昭和19)年

ピスマルク群島 1:100000 測図1944(昭和19)年

ピス?ルク群島 : 1:35000 製版1943(昭和18)年

パプア
ピス?/レク群島 : 1:18400 製版1943(昭和18)年

威第15885・116を0複・1製373部隊の: 41: [南方Jl359-61頁・附:
空中写真測図を l 図4-72-1

威第15885部隊の空中写真測: 3 京都大学 : r南方11366頁・附図4-72-
図を複製 : 5(5) 

威第15885・1160部隊の空中 46 ! [南方Jl368-1371・附;
写真測図を複製・参謀本部 図4-72-6

尚武1600部隊・威15885部隊 2 大阪大学
『南方]1358頁(l)・京都大
学(l)

6 京都大学 I南方Jl358頁・附図4-72-
1(8) 

威図第を複11製60部隊の空中写真測 24 大阪大学
『南・I方南1方14j80に頁は・附図4-81
H WinJ 1:1;130枚・附図
には31枚ある

t 記載なし 2 附図4-80-2 『南方jにはなし

参謀本部 11 ! r南方]1476頁・附図4ー 附図には「クチン附近jと
80-2 なっている

陸地測量部 8 f南方]1507頁・附図4-
82-3 

測量・威1160・15885部隊/製 l 京都大学・東北大学'版・参謀本部

陸地測量部 62 ! !.南方11514-1517頁・
附図4-84-1・2・5

参謀本部 6 東北大学

参謀本部 2 東北大学



東部ハブア 1:100000 測図1943(昭和18)年 参謀本部 6 大阪大学 4『南-8方3・161(561ω7-1520頁・附図

西部ハプア 1:100000 撮彫1943(昭和18)年 製版1943(昭和18)年 参謀本部 74 京都大学 4『南-8方4-151(58820}-・東15:北>25大頁学・附(15図) 

アドミラルティ諸 1:10ωω 撮測影図11994434{(昭昭和和1189})年年/ 参測謀量本部部/空中写真測園陸地 7 京都大学

パプア 1:500ωop抑制昭和10) 腕附(昭和l併 参謀本部 6 京都大学

1:蜘 00 i:~図似9側和17) ・発行脚昭和1桝 れ附「図てク4-83-河15及(5プ)、ナ附J図とには
クムシ河 陸地測量部・参謀本部 4 東北大学 ムシ 記さ

いる

タラウド諸島 1:100000 撮影1944(昭和(4)年 製版1944(昭和44)年 参謀本部 l 大阪大学 集成図

プーゲンピル島 1:35200 製版1944(昭和19)年 参謀本部 1 京都大学・東北大学

辺宅プア周 タニンパル諸島 1:10ω00 調製1943(昭和18)年 岡一三七一部隊 11 東北大学 附な図し4-83ーへ(9)[甫方lに

アル諸島 1:100000 調製1943(昭和18)年 岡一三七ー部隊 7 附図4-83ーへ f南方jになし

:ぷトアンドレウ 1:1酬 p酬昭和桝4 蜘 1944(昭和四 参謀本部 l 大阪大学 集成図

日日日本領J:圏外地図目録第ー巻旧日本領.r支蹄J:国外地図目録第三巻支部.r南方J:圏外地図目録第四巻南方.附図lは圏外地図目録第ー巻旧日本領の附図を、附図3は圏外地図

目録第三巻支郵の附図を表し、附図4は国外地図目録第四巻南方の附図を示す.たとえば、附図3-70-5と表されている場合、圏外地図目録第三巻支部の附図70頁の5の地図に該当する

ことを意味する.高1:地域は、国外地図目録に記載されている地減名に拠っているため、各大学が個々 に所蔵している地図の地域は便宜的に付記している.Lたがって、現在の地域区

分とは必ずしもー致しない.車2:典拠については、実在が確認できる所蔵先を優先にし、複数の機関が同地図を所蔵している場合は、備考に併記した.揖3:各所蔵先の( )内の数字

は、当該機関が所蔵する枚数、あるいは『支部Jr南方jに記載されている枚数を表す.
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12 

大
学
人
文
地
理
学
教
室
所
蔵
の
図
あ
る
い
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
の
図
が
『
国
外
地
図
目
録
」
・
「
国
外
地
図
一
覧
図
」
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
み
と
め
ら
れ
、
い
ず
れ
の
目
録
も
網
羅
的
で
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
国
外
地
図
目
録
』
と
『
国

外
地
図
一
覧
図
』

の
記
載
内
容
が
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
予
察
的
な
作
業
と
は
い
え
、
こ
の
種
の
地
図
の
全
容
の

把
握
の
困
難
さ
を
予
想
さ
せ
る
。
現
物
と
の
照
合
が
も
と
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

縮
尺
か
ら
み
る
と
、
二
万
五
千
分
の
一
か
ら
十
万
分
の
一
の
も
の
が
多
く
、
空
中
写
真
か
ら
は
地
形
図
レ
ベ
ル
の
比
較
的
大
縮
尺
の

図
が
主
と
し
て
作
製
さ
れ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
な
か
に
は
五

O
万
分
の
一
と
い
う
ケ

l
ス
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
図
の
一
部
の

み
が
空
中
写
真
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
図
の
一
部
の
み
が
空
中
写
真
に
よ
る
も
の
は
、
大
阪
大
学
人
文
地
理
学

教
室
所
蔵
の
中
国
の
十
万
分
の
一
図
(
一
九
四
二
年
測
量
)
の
な
か
に
も
み
ら
れ
る
。

作
製
時
期
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
も
の
も
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
高
木
菊

三
郎
は
、

そ
の
著
書
『
外
邦
兵
要
地
図
整
備
誌
』
(
一
九
四
一
年
)
の
な
か
で
日
本
軍
の
初
期
の
空
中
写
真
測
量
に
ふ
れ
、
外
邦
図
に
つ

い
て
も
み
じ
か
い
な
が
ら
貴
重
な
記
述
を
残
し
て
い
る
(
高
木
著
・
藤
原
編
、

一
九
九
二
、
二
八
一
|
二
八
二
頁
)
。
以
下
こ
れ
を
目
録
と
照

合
し
て
み
た
い
。

ま
ず
一
九
二
八
年
の
山
東
出
兵
に
と
も
な
う
、

穆
漕
鉄
道
沿
線
の
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
の
作
製
は
、
外
邦
図
に
お
け
る
空
中
写

真
測
量
の
最
初
で
、
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
た
と
住
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
国
内
に
お
け
る
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製

の
経
験
を
、

は
じ
め
て
外
邦
図
に
適
用
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る

資
料
が
く
わ
し
く
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
と
で
検
討
し
た
い
。

つ
ぎ
は
一
九
三
二
年
の
上
海
事
変
(
第
一
次
)
に
際
し
て
作
製
さ
れ
た
上
海
近
傍
の
「
戟
用
空
中
窮
虞
測
量
園
」
(
二
万
五
千
分
の
一
)



図 1:旧日本軍が空中写真によって作製した地図の図示範囲



で
あ
る
。
穆
漕
鉄
道
沿
線
の
場
合
と
同
様
、
軍
事
的
緊
張
関
係
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
大
阪
大
学
人
文
地
理
学
教

室
が
一
部
所
蔵
す
る
上
海
近
傍
図
に
つ
い
て
は
、
写
真
の
撮
影
が
一
九
三
二
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
製
版
が
一
九
三
七
年
と
な
っ
て
い

アジア太平洋地域における旧日本軍の空中写真による地図作製

る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
第
二
次
上
海
事
変
(
一
九
三
七
年
)
に
な
っ
て
さ
ら
に
必
要
が
生
じ
、
上
記
「
戟
用
空
中
官
官
呉
測
量
園
」
を
も

と
に
改
版
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
の
ち
一
九
三
七
年
に
な
っ
て
、
南
京
の
占
領
に
と
も
な
い
、

日
本
軍
は
中
国
側
の
参
謀
本
部
・
陸
地
測
量
線
局
で
大
量
の
中
国

製
軍
用
図
を
捕
獲
し
た
。
高
木
菊
三
郎
は
や
は
り
『
外
邦
兵
要
地
図
整
備
誌
』
の
な
か
で
、
他
の
捕
獲
図
も
く
わ
え
、

と
く
に
こ
の
捕

獲
図
に
つ
い
て
く
わ
し
く
紹
介
し
て
い
る
(
高
木
著
・
藤
原
編
、
一
九
九
二
、
二
O
一
|
二
四
O
頁
)
。
日
本
軍
は
こ
れ
を
整
理
し
て
複
写
し
、

ひ
ろ
く
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
に
欠
落
す
る
地
区
や
改
測
の
必
要
な
地
区
に
つ
い
て
は
、
「
空
中
潟
異
測
量
ニ
依

ル
謄
急
的
戦
用
地
園
」
(
一
十
万
分
の
一
図
な
ど
)
を
併
用
し
た
と
い
う
。
名
称
か
ら
し
て
、
空
中
写
真
が
各
地
で
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
地
図
は
、
表
一
で
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

な
お
、
上
記
捕
獲
図
に
関
連
し
て
高
木
菊
三
郎
は
、

そ
の
な
か
に
空
中
写
真
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
地
図
が
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。

中
国
側
で
は
各
省
の
首
都
や
重
要
地
域
に
つ
い
て
一
万
分
の
一
の
地
図
を
整
備
し
て
お
り
、
民
国
二
二

i
二
三
年
(
一
九
三
一
一
了
一
九
三

四
年
)
に
な
る
と
、
南
京
・
西
安
そ
の
他
江
蘇
省
や
斯
江
省
の
一
部
に
つ
い
て
、
こ
の
た
め
の
空
中
写
真
測
量
を
実
施
し
て
い
た
と
い
う

(
高
木
著
・
藤
原
編
、

一
九
九
二
、
二
二
七
頁
)
。

一
九
四

0
・
四
一
年
の
「
蒙
彊
十
万
分
一
空
中
寓
異
測
量
要
固
」
以
降
は
、
陸
地
測
量
部
の
地
図
作
製
の
体
制
が
か
わ
り
(
一
九
四

一
年
四
月
、
測
量
・
地
図
百
年
史
編
集
委
員
会
、

一
九
七
O
、
五
三
頁
参
照
)
、
「
集
成
」
そ
の
他
の
作
業
を
第
二
課
(
旧
「
地
形
課
」
)
で
お
こ

15 

な
い
、
製
版
そ
の
他
は
第
三
課
(
旧
「
製
闘
課
」
)
で
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
蒙
彊
地
方
」
の
ほ
か
、
「
北
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中
支
」
な
ど
の
「
空
中
馬
虞
測
量
要
園
」
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

一
九
三
九
年
、

一
九
四
O
年
に
は
「
五
万
分
一
北

支
那
空
中
官
官
県
測
量
要
固
」
の
一
部
、
さ
ら
に
「
貰
河
沿
岸
空
中
寓
異
要
圃
」
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
表
了

図
一
に
掲
載
し
て
い
る
「
黄
河
沿
岸
」
{
五
万
分
の
二
と
同
様
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
参
戦
前
に
つ
い
て
は
、
空
中
写
真
に
よ
る
外
邦
図
の
作
製
は
、
中
国
地
域
を
主
体
と
す
る
が
、
参

戦
後
は
東
南
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
に
大
き
く
展
開
す
る
。
こ
れ
を
考
え
る
に
際
し
て
重
要
な
の
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
主
要
部
な
ど
の
よ
う
に
該
当
地
域
に
地
図
が
で
き
て
い
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
入
手
し
、

一
部
改
変
し

て
印
刷
し
て
利
用
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
地
図
が
入
手
で
き
た
地
域
以
外
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
ひ
ろ
く
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
、
図
一
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

こ
の
種
の
地
図
の
な
か
に
は
、
特
定
の
地
区
で
の
軍
事
活
動
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
明
確
な
も
の
も
み
と
め
ら
れ
る
。
中
国

雲
南
省
の
怒
江
(
五
万
分
の
て

一
九
四
三
年
撮
影
)
は
、
い
わ
ゆ
る
「
援
蒋
ル

l
ト
」
を
遮
断
す
る
作
戦
に
関
係
し
、
こ
れ
を
作
製
し
た

部
隊
の
略
号
の
う
ち
「
威
」
は
、
南
方
軍
を
示
し
て
い
る
(
秦
編
、

一
九
九
一
、
五
O
一頁)。

つ
ぎ
に
製
作
者
を
み
る
と
、
陸
地
測
量
部
が
多
い
が
、
出
先
の
部
隊
が
作
製
し
て
い
る
場
合
も
す
く
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
空
中

写
真
に
よ
る
地
図
作
製
が
恒
常
化
す
る
と
、
出
先
の
部
隊
で
も
そ
の
機
能
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
、

そ

の
組
織
や
陸
地
測
量
部
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る
上
記
南
方
軍
関
係
の
資
料

の
な
か
に
は
、
「
南
方
軍
直
轄
測
量
機
関
設
置
に
関
す
る
意
見
送
付
の
件
」
(
一
九
四
二
年
七
月
)
(
昭
和
一
七
年
『
陸
亜
密
大
日
記
、
第
五
三

号
』
)
、
「
南
方
軍
命
令
、
三
航
空
軍
の
空
中
写
真
偵
察
に
関
す
る
件
」
(
一
九
四
二
年
十
一
月
)
(
昭
和
十
七
年
『
陸
亜
密
大
日
記
、
第
六
十
号
』
)

が
あ
り

そ
う
し
た
推
定
を
う
ら
づ
け
て
い
る
。



三
、
腰
漕
鉄
道
沿
線
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
と
樺
太
ニ
万
五
千
分
の
一
地
形
図

アジア太平洋地域における旧日本軍の空中写真による地図作製

上
記
の
よ
う
に
、

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
公
開
し
て
い
る
旧
日
本
軍
の
資
料
の
な
か
に
は
、
勝
清
鉄
道
沿
線
の
二
万
五
千
分

一
地
形
図
お
よ
び
樺
太
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
の
作
製
に
関
連
し
た
資
料
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
、

そ
の

経
過
、
主
体
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
前
者
に
関
す
る
資
料
は
、
「
山
東
空
中
写
真
迅
速
製
図
作
業
実
施
記
事
送
付
の
件
」
(
昭
和
五
年
『
密
大
日
記
』
第
四
冊
)
で
あ
る
。

原
題
も
「
山
東
空
中
官
官
県
迅
速
製
園
作
業
賓
施
記
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
陸
地
測
量
部
が
一
九
二
九
年
四
月
に
陸
軍
省
に
提
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
「
第
て
緒
言
」
で
は
、
ま
ず
一
九
二
八
年
十
月
に
陸
地
測
量
部
員
の
一
部
に
よ
り
「
臨
時
測
量
班
」
を
編
成
し
、

山
東

に
派
遣
し
て
第
三
師
団
に
属
し
な
が
ら
穆
清
鉄
道
沿
線
の
緯
度
経
度
測
量
を
す
る
と
と
も
に
、
空
中
写
真
測
量
の
図
根
点
(
測
量
点
)
の

設
置
を
お
こ
な
い
、
同
時
に
「
臨
時
派
遣
飛
行
隊
」
が
同
鉄
道
両
側
の
約
二

O
支
里
(
約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
の
写
真
撮
影
を
お
こ
な

って、

そ
の
成
果
を
周
年
十
二
月
末
ま
で
に
入
手
し
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
測
量
と
空
中
写
真
の
成
果
を
う
け
て
、
早
急
に
地
形
図

を
作
製
し
て
山
東
派
遣
軍
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
図
の
補
正
と
注
記
の
記
入
を
お
こ
な
い
、
「
戟
用
園
」
の
正
確
な
「
修
正
資
料
」

を
え
る
た
め
に
、
陸
地
測
量
部
「
製
園
科
」
で
一
九
二
九
年
一
月
以
来
「
迅
速
製
圃
作
業
」
を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
実
施

記
事
は
、
そ
の
う
ち
製
図
作
業
の
報
告
を
主
と
す
る
が
、
末
尾
で
は
最
終
的
な
印
刷
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
空
中
写
真
測

量
に
よ
り
、
急
速
に
地
形
図
を
作
製
す
る
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
の
報
告
と
し
て
意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

17 

つ
づ
く
「
第
二
、
製
圃
資
料
ノ
受
領
」
で
は

一
九
二
八
年
十
二
月
二
十
八
日
に
下
志
津
飛
行
学
校
の
臨
時
派
遣
飛
行
隊
の
小
野
大
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尉
よ
り
空
中
写
真
の
「
原
版
番
続
簿
」
を
一
冊
、
「
空
中
察
異
印
董
紙
」
を
五

O
包
、
さ
ら
に
空
中
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
を
四
九
巻
う
け
と

っ
た
と
し
て
い
る
。
陸
軍
の
下
志
津
飛
行
学
校
は

一
九
二
一
年
に
陸
軍
航
空
学
校
の
分
校
と
し
て
開
設
さ
れ

一
九
二
四
年
に
独
立

し
た
偵
察
を
専
門
と
す
る
飛
行
学
校
で
(
船
越
、
一
九
九
二
)
、
初
期
の
空
中
写
真
撮
影
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
(
高
木
著
・
藤
原
編
、

一
九
九
二
、
二
八
O
頁)。

他
方
、
陸
地
測
量
部
三
角
科
か
ら
は
、
上
記
空
中
写
真
の
モ
ザ
イ
ク
(
た
だ
し
鉄
道
沿
線
の
み
)
に
く
わ
え
、
「
園
根
黙
成
果
表
」
を
う

け
と
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
図
根
点
の
現
地
で
の
測
量
は
陸
地
測
量
部
の
な
か
で
も
三
角
科
が
担
当
し
、
製
図
に
い
た
る
初

期
作
業
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
こ
の
実
施
記
事
の
報
告
主
体
は
陸
地
測
量
部
の
な
か
で
も
地
形
科
、

さ
ら
に
製
図

科
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
「
附
表
第
六
」
に
は
、
使
用
し
た
写
真
の
ナ
ン
バ
ー
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
カ
ウ
ン
ト

し
て
集
計
す
る
と
、
三
九
六

O
枚
に
達
す
る
。
こ
れ
に
上
記
三
角
科
か
ら
う
け
と
っ
た
モ
ザ
イ
ク
に
使
用
さ
れ
た
も
の
を
あ
わ
せ
れ
ば
、

付
図
で
あ
る
「
穆
済
舗
道
空
中
官
官
県
撮
影
賓
施
表
」
に
み
え
る
よ
う
に
、
四
七
八
七
枚
に
達
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
上
記
空
中
写
真
の
撮
影
状
況
が
注
目
さ
れ
る
が
、
「
第
六
、
各
部
作
業
ノ
状
況
及
所
見
」
の
「
其
て
固
郭
ノ
展
開
及
「
モ

ザ
イ
ク
」
の
製
作
」
の
「
四
、
「
モ
ザ
イ
ク
」
の
梯
尺
」
で
は
、
「
本
空
中
潟
異
ハ

「
レ
ン
ズ
」
焦
鮎
距
離
貼
二
五
糎
高
度
約
二
千
五
百

米
ニ
シ
テ
約
一
高
分
一
ニ
撮
影
シ
ア
リ
」
と
飛
行
高
度
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
縮
尺
は
場
所
に
よ
り
一
定
し
て
お
ら
ず
、
最
小
が

一
O
二
四
五
分
の
て
最
大
が
九
六
八
一
分
の
一
に
な
っ
て
い
た
。

も
う
一
点
注
目
す
べ
き
は
、
「
其

園
絵
作
業
」
の
「
(
イ
)
作
業
賓
施
ノ
儒
細
部
ノ
規
定
」
の
「

a
図
式
」
に
み
ら
れ
る
記
載
で
、

「
地
貌
、
舗
道
沿
線
ハ
臨
時
測
量
班
ノ
測
定
ニ
擦
り
他
ハ
既
製
十
高
分
一
圃
ヨ
リ
標
高
ノ
取
リ
得
ル
モ
ノ
ヲ
取
リ
目
測
ニ
ヨ
リ
十
米
等

距
離
ノ
水
平
曲
線
ヲ
描
輩
ス
」
と
し
て
、
標
高
に
つ
い
て
は
既
製
の
図
を
た
よ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
「
濁
立
標
高
点
、



臨
時
測
量
斑
ニ
テ
測
定
セ
ル
園
根
黙
ヲ
適
宜
採
用
シ
テ
圃
上
ニ
示
ス
」
と
し
て
い
る
。

紙
数
が
す
く
な
く
、
こ
れ
以
上
紹
介
で
き
な
い
が
、
「
附
表
第
五
、
二
万
五
千
分
一
山
東
空
中
潟
虞
迅
速
製
圃
一
覧
表
」
(
た
だ
し
実
際

アジア太平洋地域における旧日本軍の空中写真による地図作製

は
図
)
で
は
四
五
枚
の
図
の
名
称
、
図
郭
の
緯
度
経
度
等
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
枚
数
は
、
表
一
の
枚
数
(
国
土
地
理
院
蔵
『
国
外
地
図
一

覧
図
』
に
よ
る
)
に
一
致
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
地
図
の
印
刷
は
、
一
九
二
九
年
一
月
二
九
日
よ
り
二
月
一
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、

各
一

O
O部
、
計
四
五

O
O部
が
作
製
さ
れ
た
。
短
期
間
の
地
図
作
製
の
実
績
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
樺
太
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
に
う
つ
り
た
い
。
「
航
空
写
真
地
形
図
化
に
関
す
る
件
」
(
『
大
日
記
乙
輯
昭
和
六
年
三
と
題
す

る
資
料
で
、
原
題
は
「
航
空
篤
農
地
形
固
化
ニ
閥
シ
依
頼
ノ
件
」
で
、
拓
務
次
官
堀
切
善
次
郎
よ
り
陸
軍
次
官
杉
山
元
に
あ
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
(
一
九
三
一
年
一
月
十
三
日
付
)
。
陸
軍
側
の
添
書
は
こ
の
依
頼
に
対
し
「
異
存
」
な
し
と
回
答
し
た
と
し
て
い
る
。

」
の
文
書
は
み
じ
か
く
、

以
下
本
文
を
紹
介
し
た
い
。

暴
ニ
貴
省
ノ
御
配
慮
ヲ
得
下
志
津
陸
軍
飛
行
撃
校
飛
行
機
ニ
依
リ
施
行
致
候
樺
太
森
林
調
査
ニ
資
ス
ル
航
空
潟
虞
撮
影
ハ
濠
期
以

上
ノ
成
績
ヲ
収
メ
候
慮
利
用
上
之
ニ
依
リ
簡
単
ナ
ル
地
形
圃
ヲ
作
製
ス
ル
ノ
必
要
ニ
迫
ラ
レ
候
得
共
樺
太
臆
ニ
ハ
之
ニ
闘
ス
ル
諸

設
備
並
技
術
者
無
之
誠
二
遺
憾
ノ
次
第
ニ
有
之
候
ニ
付
テ
ハ
左
記
程
度
ノ
モ
ノ
作
製
方
陸
地
測
量
部
ヲ
煩
度
旨
申
越
候
ニ
付
可
然

御
配
慮
相
煩
度
此
段
及
御
依
頼
候
也

追
而
本
件
作
製
ニ
要
ス
ル
諸
費
用
ハ
樺
太
臆
ニ
於
テ
負
措
可
致
候
ニ
付
申
添
候

言己

樺
太
林
相
官
局
異
梯
尺
一
高
五
千
分
ノ
一
面
積
六
十
八
万
「
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
ノ
衆
成
案
異
及
ブ
ッ
ク
ヲ
提
供
シ
復
潟
伸
縮
等
ヲ
加
へ

19 

二
高
五
千
分
ノ
一
ト
シ
圃
絵
ヲ
加
へ
轄
窮
製
版
、
印
刷
ス
ル
コ
ト
(
原
文
の
ま
ま
、
筆
者
)
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下
志
津
飛
行
学
校
が
撮
影
し
た
樺
太
の
空
中
写
真
を
利
用
す
る
に
際
し
、
図
化
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
樺
太
庁
に
は
そ
の
能
力
が
な

く
、
陸
地
測
量
部
に
依
頼
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
空
中
写
真
の
縮
尺
は
一
万
五
千
分
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

(
清
水
、

一
九
八
三
も
参
照
)
。

こ
の
場
合
は
、
行
政
用
の
地
図
が
、
陸
軍
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
空
中
写
真
関
係
の
民
間
企
業
が
成
長
し
て
お
ら
ず

(
西
尾
、

一
九
六
九

一三
O
l
一
三
二
頁
)
、
他
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
れ
に
関
与
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
科
学
書
院
に
よ
っ
て
復
刊
さ
れ
た
樺
太
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
(
主
と
し
て
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ミ
ル
ウ
ォ
l
キ
l
校

所
蔵
)

の
撮
影
年
は
一
九
=
二
年
以
後
一
九
三
四
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
(
樺
太
地
図
資
料
研
究
会
編
、
二
O
O
O
)
。
こ
れ
は
空
中
写
真

の
撮
影
が
さ
ら
に
お
こ
な
わ
れ
、
作
図
の
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
『
地
図
を
つ
く
る
|
陸
軍
測
量
隊
秘
話
』

に
み
ら
れ
る
高
橋
三
郎
の
手
記
(
一
九
三
六
年
六
月
以
降
の
作
業
を
記
述
、
高
橋
、

一
九
七
八
三
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
測
量
作
業
の
実

情
を
示
し
て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
日
本
軍
の
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製
に
つ
い
て
、
大
阪
大
学
人
文
地
理
学
教
室
所
蔵
図
、

東
北
大
学
理
学
研
究
科
地
理
学
教
室
お
よ
び
京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
外
邦
図
目
録
、
さ
ら
に
国
土
地
理
院
蔵
の
『
国
外
地
図
目
録
』
・

『
国
外
地
図
一
覧
図
』
に
よ
っ
て
概
観
し
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
公
開
資
料
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
こ

の
結
果
、
目
録
の
整
備
が
こ
の
種
の
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
な
こ
と
に
く
わ
え
、

さ
ら
に
ひ
ろ
く
外
邦
図
を
探
索
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
表
一
お
よ
び
図
一
は
今
後
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
補
改
訂
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま



た
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製
が
、
行
政
用
の
地
図
に
も
拡
大
し
て
い
た
こ
と
も
明
確
に
な
り
、
そ
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
(
小
島
、
二

。。
四
一
|
七
三
頁
も
参
照
)
。

アジア太平洋地域における旧日本軍の空中写真による地図作製

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
ふ
れ
た
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
日
本
軍
撮
影
と
考
え
ら
れ
る
空
中
写
真
の
佐
置
づ
け
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、

さ
ら
に
検
討
す
べ
き
こ
と
が
す
く
な
く
な
い
。
す
く
な
く
と
も
筆
者
ら
が
使
用
し
た
目
録
に
は
、
該
当
地
域
の
空
中
写

真
に
よ
る
地
図
は
あ
ら
わ
れ
ず
、

地
図
化
が
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
空
中
写
真
の
撮
影
に
は
、
地
図
作
製
を
意
図
し

な
が
ら
も
そ
こ
ま
で
い
た
ら
な
か
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
地
図
作
製
か
ら
は
な
れ
た
目
的
を
も
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
西
錦
司
ら
の
大
奥
安
嶺
探
検
の
際
に
(
一
九
四
二
年
)
、
満
州
航
空
の
技
術
者
が
携
行
し
た
空
中
写
真
(
吉
良
、

一
九
五
二
、
小
島
、

0
0
て
六
八
|
七
二
頁
)
は
、
前
者
の
場
合
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
確
認
だ
け
で
も
さ
ら
に
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
が
日
本
軍
の
撮
影
し
た
空
中
写
真
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
ず
、

か
つ
て
存
在
し
た
は
ず
の
も
の
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
ま
す
ま

す
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
本
稿
を
準
備
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
外
邦
図
研
究
会
の
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
示
唆
、
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
末
尾
に
な

る
が
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

文
献浅

井
辰
郎
(
一
九
九
九
)
「
琉
球
列
島
の
地
形
図
は
ど
ん
な
経
緯
で
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
入
っ
た
か
」
清
水
靖
夫
・
浅
井
辰
郎
・
小
林
茂
・

安
里
進
『
大
正
昭
和
琉
球
諸
島
地
形
図
集
成
、
解
題
』
柏
書
房
、
二
三
|
二
六
真
。
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船
越
昭
生
(
一
九
八
九
)
「
戦
前
日
本
空
中
写
真
抄
史
」
(
武
久
義
彦
編
「
空
中
写
真
に
よ
る
歴
史
的
景
観
の
分
析
手
法
の
体
系
化
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
』
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
)
六
六
|
六
八
頁
。

船
越
昭
生
(
一
九
九
二
)
「
続
・
戦
前
日
本
空
中
写
真
抄
史
」
(
武
久
義
彦
編
『
空
中
写
真
判
読
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
景
観
の
分
析
手
法
の

確
立
』
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
)
四
八
|
五
四
頁
。

外
邦
図
研
究
会
編
(
二

O
O
三
)
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
1
1
』
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
人
文
地
理
学
教
室
。

外
邦
図
研
究
会
編
(
二

O
O
四
)
「
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
l
2
』
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
人
文
地
理
学
教
室
。

秦
郁
彦
編
(
一
九
九
一
)
『
日
本
陸
海
軍
総
会
事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
。

久
武
哲
也
(
二

O
O
三
)
「
旧
資
源
科
学
研
究
所
所
蔵
の
外
邦
図
と
日
本
の
大
学
・
研
究
施
設
等
所
蔵
の
外
邦
図
と
の
系
譜
関
係
」
『
外
邦
図

研
究
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
1
1』
一
五
|
二

O
頁。

今
里
悟
之
・
久
武
哲
也
(
二

O
O
三
)
「
在
ア
メ
リ
カ
外
邦
図
の
所
蔵
状
況

l
議
会
図
書
館
・
〉
の
ω
の
o-E
呂
町
一
円
図
書
館
・
ハ
ワ
イ
大
学
ハ

ミ
ル
ト
ン
図
書
館
の
調
査
か
ら
」
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
l
I
』
一
二
三

l
三
六
頁
。

今
里
悟
之
・
長
津
良
太
・
久
武
哲
也
(
二

O
O
四
)
「
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
所
蔵
の
旧
日
本
軍
撮
影
・
中
国
空
中
写
真
の
概
況
」
『
外
邦
図

研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
1
2』
七
八
|
八

O
頁。

樺
太
地
図
資
料
研
究
会
編
(
二

O
O
O
)
『
樺
太
二
万
五
千
分
の
一
地
図
集
成
』
科
学
書
院
。

吉
良
龍
夫
(
一
九
五
二
)
「
探
検
の
歴
史
(
2
)
」
今
西
錦
司
編
『
大
興
安
嶺
探
検
』
毎
日
新
聞
社
(
一
九
七
五
年
、
講
談
社
よ
り
復
刊
)
。

小
林
茂
(
二

O
O
三
)
「
『
兵
要
地
誌
図
』
(
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
人
文
地
理
学
教
室
所
蔵
)
目
録
」
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
l
I
』

四
三
!
四
六
頁
。

小
島
宗
治
(
二

O
O
一
)
『
航
空
測
量
私
話
l
t空
と
写
真
と
戦
い
と
』
私
家
版
。

満
州
航
空
史
話
編
集
委
員
会
編
(
一
九
七
二
)
『
満
州
航
空
史
話
』
満
州
航
空
史
話
編
集
委
員
会
。

三
井
嘉
都
犬
(
二

O
O
四
)
「
私
と
外
邦
図
」
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
l
2
』
、
四
六
|
四
九
頁
。

長
岡
正
利
(
二

O
O
四
)
「
外
邦
図
作
成
の
記
録
と
し
て
の
各
種
一
覧
図
と
地
理
調
査
所
に
お
け
る
外
邦
図
の
扱
い
」
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ

l

ズ
レ
タ
1
2
』
一
七
|
二
三
頁
。



アジア太平洋地域における旧日本軍の空中写真による地図作製

長
津
良
太
・
今
里
悟
之
・
渡
辺
理
絵
(
二

O
O四
)
「
旧
日
本
軍
撮
影
の
空
中
写
真
の
特
徴
と
そ
の
利
用
可
能
性
」
『
日
本
地
理
学
会
発
表
要

旨
集
』
六
六
、
六
六
頁
。

中
野
尊
正
(
二

O
O四
)
「
外
邦
図
と
私
と
の
か
か
わ
り
」
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
1
2
』
五

o
l五
三
頁
。

西
尾
元
充
(
一
九
六
九
}
『
空
中
写
真
の
世
界
』
中
公
新
書
一
八
六
。

大
浦
瑞
代
(
二

O
O三
)
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
所
蔵
分
の
外
邦
図
に
関
す
る
現
状
報
告
」
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
l
1
』
四
一
|
四

二
頁
。

清
水
靖
夫
(
一
九
八
三
)
「
樺
太
の
地
形
図
類
に
つ
い
て
」
『
立
教
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
一
四
集
、
一

i
二
一
頁
。

測
量
・
地
図
百
年
史
編
集
委
員
会
(
一
九
七

O
)
『
測
量
・
地
図
百
年
史
』
日
本
測
量
協
会
。

高
木
菊
三
郎
著
・
藤
原
彰
編
(
一
九
九
一
一
)
『
外
邦
兵
要
地
図
整
備
誌
』
不
ニ
出
版
。

高
橋
三
郎
(
一
九
七
八

a)
「
白
夜
の
北
緯
四
九
度
線
」
(
岡
田
喜
雄
編
『
地
図
を
つ
く
る
|
l
陸
軍
測
量
隊
秘
話
』
新
人
物
往
来
社
)
二
五
|
三

一頁。

高
橋
三
郎
{
一
九
七
八
b
)
「
満
州
で
の
写
真
測
量
」
(
岡
田
喜
雄
編
『
地
図
を
つ
く
る
|
|
陸
軍
測
量
隊
秘
話
』
新
人
物
往
来
社
}
一
四
O
l
一

四
五
頁
。

田
村
俊
和
(
二

0
0
0
)
「
東
北
大
学
理
学
部
自
然
史
標
本
館
所
蔵
の
外
邦
図
」
『
地
図
情
報
』
ニ

O
巻
三
号
、
七
ー
一

O
頁。

田
中
宏
巳
(
二

O
O
四
)
「
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
現
地
部
隊
の
地
図
作
製
に
つ
い
て
」
『
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
』
六
六
、
六
五
頁
。

寸

Z
諸
島
白
「
巧
・

(
H
S
S
h
u
e遠
足
是
官
民
同
勺
弘
同
な
さ
モ
ミ
H言
。
問
。
.
宮
を
ミ
hHN〈
hHSS-nv-gm
冨白山口

ω--W45『
呂
田

o
o
E
(ト
ン
チ

ヤ
イ
・
ウ
ィ
ニ
ッ
チ
ャ
ク
ン
著
・
石
井
米
雄
訳
(
二

O
O三
)
『
地
図
が
つ
く
っ
た
タ
イ
l
l
国
民
国
家
誕
生
の
歴
史
』
明
石
書
底
)
。

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
地
理
学
教
室
(
二

O
O三
)
『
東
北
大
学
所
蔵
外
邦
図
目
録
』
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
地
理
学
教
室
。

山
村
亜
希
(
ニ

O
O
四
)
「
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
外
邦
図
の
目
録
作
成
作
業
に
つ
い
て
」
『
外
邦
図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
1
2
』
七

四

l
七
七
頁
。

(
文
学
研
究
科
教
授
・
大
学
院
後
期
課
程
学
生
・
文
学
研
究
科
助
手
)
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SUMMARY 

The Map Making of the Former Japanese Army with 
Air Photographs in Asia-Pacific Areas: A Preliminary Survey 

Shigeru KOBAYASHI, Rie WATANABE and Kunitada NARUMI 

The former Japanese Army produced many maps for military 
and civil use in Asia-Pacific areas until the end of the Second World 
War. Although most of these maps were destructed by fire before the 
surrender and disarmament of the Japanese Army, some part of them 
are found in universities and libraries not only in Japan but also in the 
countries, which formed the Allies. As records of the landscapes in the 
past, these maps have considerable significance in the historical study 
of environment. It is remarkable that some of them were specified to 
have had been made by means of air photographs, with the notes on 
the month and year of the shooting. 

In order to make the list of the maps made with air photographs, 
we referred three catalogues of these military maps: Gaihozu: Maps of 
the Areas outside the Japanese Territory Prepared by Former Japanese 

Army in the Possession of Tohoku University, (Department of Geography, 

Tohoku University, 2003), that of Kyoto University to be published 

soon, and Kokugai Chizu Mokuroku (The Catalogue of Maps outside the 

Japanese Territory) of Japanese Geographical Survey Institute (carbon 
copies prepared in 1958). In addition, a small collection of Japanese 

military maps made with air photographs of Osaka University were 
examined. 

The Japanese Army started making of topographical maps with 
air photographs in oversea areas in 1928, when Japan sent troops to 
Shantung, China. Since then, the mapping with air photographs by 
Japanese Army had focused China, according to the expansion of 
Sino-Japanese War. After the outbreak of the war with the Allies in 
1941, the areas mapped with air photographs extended rapidly to pres
ent Southeast Asia and western Pacific. 


